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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人ビジネス

機械・情報システム産業協会(JBMIA)／財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業

規格を改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業

規格である。 

これによって，JIS B 0137:1985 は改正され，この規格に置き換えられる。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 

JIS B 0137 には，次に示す附属書がある。 

附属書（参考）ジアゾ複写機及び直接静電複写機用語 
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間接静電複写機用語 
Glossary of terms for  

indirect method electrostatic process copying machines 
 

 

1. 適用範囲 この規格は，一般に用いられる間接静電複写機の主な用語及びその定義について規定する。 

 

2. 分類 用語の分類は，次のとおりとする。 

a) 一般名称   

b) 部品   

c) 消耗品  

d) その他  

ジアゾ複写機及び直接静電複写機の用語については，附属書（参考）に記載する。 

 

3. 用語及び定義 用語及び定義は，次による。 

なお，対応英語を参考として示す。 

a) 一般名称  

1) 仕様  
番号 用語 定義 対応英語（参考） 

1001 複写機 文書，図面などを複製する機械。 copying machine 
1002 静電複写機 

 
半導体の光導電性を応用した複写機。 electrostatic process 

copying machine 
1003 間接静電複写機 均一に帯電した感光体表面に，原稿像の静電潜像を形成

し，これを原版として紙上に可視像を形成する静電複写

機。 

indirect method electrostatic 
process copying machine

1004 乾式間接静電複写機 
 
 

粉状の現像剤を用いて可視像を形成する間接静電複写

機。 
dry process indirect method 

electrostatic process 
copying machine 

1005 アナログ複写機 光学レンズを介して，原稿像を直接感光体に結像させて

静電潜像をつくり，可視像を形成する複写機。 
analog copier 

1006 デジタル複写機 画像を（デジタル）電気信号に変換した後，この電気信

号によって静電潜像を作り可視像を形成する複写機。 
備考 JIS X 6910 参照。 

digital copier 

1007 カラー複写機 原稿と同じ色彩画像が得られる3原色以上の発色機能を

もつ複写機。フルカラー複写機ともいう。 
color copying machine 


